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このたび、本誌の名称 を 『人間科学部紀要』か ら 『人間科学研究
科紀要』に変更いたす ことになりました。
本学部は、人文科学、社会科学、哲学、自然科学を含む学際的な
視点 と方法によって人間と社会 を探究するとい う理念に基づ き教育
研究を行ってお ります。昨今 における人間科学 とその隣i接領域の著
しい発展 と急速に変化する社会の要請 に応 え、より総合的かつ深化
的な教育研究体制に整備 しなおすために、平成12年度より大学院に
軸足を移 した新体制(い わゆる大学院重点化)に 移行する予定であ
ります。
来たるべ き21世紀に備えたこの新たな出発 に対するレディネスづ
くりのため、一年先取 りする形で、本誌の執筆規定 を見直 し、本巻
よ り上記の新 しい名称を使用することにいた しました。
名称改まった本誌が、 これまで以上 に研究者達の意欲的な交流の
場 とな り、来たるべ き21世紀における人間科学の発展 に大いに寄与
してい くことを心か ら願ってお ります。
読者の皆様方の今後のご理解 とご支援 を心 よりお願い申しあげま
して、 『人間科学研究科紀要』船出のご挨拶 とさせていただ きます。
平成12年ユ月1日
大阪大学大学院人間科学研究科長
中島 義明
